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燃料添加剤　ＥＣＯＭＡＸ

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
費
を
２
割
削
減

ホ
テ
レ
ス
で
も
展
示

松
本
日
光
舎

３月６日から開催

ＦＯＯＤＥＸ　

食品・飲料の展示会

「
Ｅ
Ｖ
Ａ
車
両
展
」

京
都
鉄
道
博
物
館
が
５
月
ま
で

パ
ー
ツ
選
び
自
由

新
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

エ
ー
ス

旅
館
・
ホ
テ
ル
対
応

育
成
マ
ニ
ュ
ア
ル

ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー

　
例
年
１
０
０
日
以
上
の

間
、
国
内
外
を
旅
し
て
い
る

筆
者
。

都
道
府
県
中
な
ぜ

か
宿
泊
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
が
、山
口
県
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
び
機
会
を
得
て
、
同

県
長
門
市
湯
本
温
泉
の
「
大

谷
山
荘
」
に
伺
っ
た
。
同
館

を
一
躍
有
名
に
し
た
の
は
、

２
０
１
６
年
に
行
わ
れ
た
安

倍
総
理
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領

の
日
露
首
脳
会
談
の
会
場
と

な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
高
級

温
泉
旅
館
の
中
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
評
価
を
得
て
い
る

の
は
、
客
室
や
お
風
呂
な
ど

施
設
の
素
晴
ら
し
さ
だ
け
で

な
く
、
き
め
細
や
か
な
配
慮

に
あ
ふ
れ
た
お
も
て
な
し
、

そ
し
て
お
料
理
と
、
ハ
コ
、

ヒ
ト
、
モ
ノ
の
質
が
全
て
極

上
だ
か
ら
だ
。

　
現
在
耐
震
補
強
工
事
中
で

一
部
レ
ス
ト
ラ
ン
が
営
業
で

き
な
い
た
め
、
宴
会
場
を
利

用
し
、
ブ
ッ
フ
ェ
を
提
供
し

て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
チ

ラ
ッ
と
拝
見
。
始
め
た
ば
か

り
で
手
探
り
状
態
だ
と
大
谷

の
り
子
女
将
は
お
っ
し
ゃ
る

が
、
ふ
ぐ
刺
し
や
お
造
り
、

に
ぎ
り
ず
し
、
ス
テ
ー
キ
な

ど
、
豪
華
な
食
材
を
料
理
人

が
そ
の
場
で
調
理
す
る
ス
タ

イ
ル
で
、
実
に
見
事
で
あ
っ

た
。

　
そ
の
後
、大
谷
峰
一
社
長
、

女
将
と
共
に
、
隣
接
す
る

「
別
邸
音
信

お
と
ず
れ

」
の
「
日
本
料

理
雲
遊
」
で
お
夕
食
。
客
室

数
１
２
９
の
山
荘
も
ゆ
っ
た

り
と
し
た
空
間
が
魅
力
だ

が
、わ
ず
か

室
の
別
邸
は
、

よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
に
満

ち
た
ぜ
い
た
く
な
造
り
。

　
「
長
門
の
福
風
」
と
題
さ

れ
た
献
立
を
見
る
と
、
食
材

そ
れ
ぞ
れ
に
産
地
が
書
い
て

あ
る
。
油
谷

ゆ

や

車
海
老
、
長
門

三
隅
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
長
門

胡
瓜

き
ゅ
う
り

、仙
崎
雲
丹

う

に

、萩
甘
鯛
、

長
門
蕪か

ぶ

、
北
浦
青
海
苔

の

り

、
仙

崎
鮃ひ

ら
め

と
や
り
烏
賊

い

か

、

萩
明
木

は
ぎ
あ
き
ら
ぎ

自
然
薯

じ
ね
ん
じ
ょ

、
安
岡
葱ね

ぎ

、

長
萩
和

ち
ょ
う
し
ゅ
う

牛
、
美
東
牛
蒡

ご
ぼ
う

、
秋

芳
ね
ぎ
、
長
門
は
な
っ
こ
り

ー
、
仙
崎
あ
か
も
く
、
菊
川

の
海
老
芋
、
萩
佐
々
並
九
郎

米
、
美
祢

み

ね

法
蓮
草
、
長
門
い

ち
ご
、
美
祢
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

と
、
ざ
っ
と
挙
げ
て
も
こ
れ

だ
け
あ
る
。

　
油
谷
湾
や
仙
崎
湾
は
、
車

海
老
の
養
殖
や
ヒ
ラ
メ
の
栽

培
漁
業
、
や
り
烏
賊
漁
も
盛

ん
な
海
の
幸
の
宝
庫
。
そ
し

て
山
口
県
と
言
え
ば
、
や
っ

ぱ
り
県
魚
の
ふ
ぐ
。
そ
の
集

積
地
と
し
て
知
ら
れ
る
下
関

は
、
全
国
で
唯
一
ふ
ぐ
専
門

の
南
風
泊

は
え
ど
ま
り

市
場
も
あ
る
ふ
ぐ

の
本
場
だ
。

　
献
立
に
「
ふ
ぐ
刺
し
」
と

並
ん
で
記
さ
れ
て
い
た
の

が
、
安
岡
葱
で
あ
る
。
下
関

市
安
岡
地
域
で
、
ふ
ぐ
料
理

に
合
う
よ
う
に
風
味
を
改
良

し
て
生
産
さ
れ
、
「
ふ
く
ね

ぎ
」
と
も
呼
ば
れ
る
極
細
の

ネ
ギ
。
約
３
㌢
の
長
さ
に
切

り
そ
ろ
え
た
「
寸
ネ
ギ
」
を

ふ
ぐ
刺
し
で
巻
い
て
食
せ

ば
、
生
で
食
べ
て
も
辛
過
ぎ

ず
、
芳
醇
な
香
り
が
ふ
ぐ
の

旨
味
を
引
き
立
て
る
。
東
京

中
央
卸
売
市
場
で
は
、
青
果

市
場
で
な
く
魚
市
場
で
取
り

扱
わ
れ
て
お
り
、
一
般
人
で

は
入
手
困
難
な
、
地
元
な
ら

で
は
の
ネ
ギ
だ
。

　
萩
生
ま
れ
萩
育
ち
の
長
萩

和
牛
の
炭
火
焼
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
超
美
味
。
そ
し
て

市
内
の
生
産
者
全
員
が
山
口

県
か
ら
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
と
い

う
美
祢
法
蓮
草
は
甘
味
が
強

く
、
赤
だ
し
の
具
に
ピ
ッ
タ

リ
。

　
い
ず
れ
も
最
高
に
お
い
し

い
地
元
食
材
を
堪
能
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ぞ
、
旅

の
醍
醐
味

だ
い
ご
み

の
一
つ
で
あ
る
。

宿
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
山
草
花

の
お
も
て
な
し
」
。
押
し
付

け
で
な
く
、
野
の
花
の
よ
う

に
さ
り
げ
な
い
お
も
て
な
し

を
表
現
し
た
も
の
。
地
産
地

消
の
こ
だ
わ
り
も
、
地
域
貢

献
は
モ
チ
ロ
ン
だ
が
、
お
客

さ
ま
へ
の
お
も
て
な
し
の
心

の
表
れ
だ
と
感
じ
た
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

薬
師
の
ゆ
本
陣

　
最
近
の
重
油
高
に
よ
り
、
さ
ら
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
松
本
日
光
舎
が
提
案
す
る
燃
料
添
加
剤
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｘ
（
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
）
」
。
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｘ
は
、

重
油
・
灯
油
に
対
し
て
適
量
を
投
入
す
る
だ
け
で
、
ボ

イ
ラ
ー
の
燃
焼
効
率
を
上
げ
る
も
の
。
重
油
な
ど
を
大

量
に
消
費
す
る
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
工
場
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
、
温
浴
施
設
で
の
採
用
事
例
が
多
い
。
今
回
、
４
年

前
か
ら
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｘ
を
継
続
利
用
す
る
岐
阜
県
高
山

市
の
奥
飛
騨
温
泉
郷
「
薬
師
の
ゆ
本
陣
」
（

室
）
の

導
入
効
果
を
改
め
て
掲
載
し
、そ
の
効
果
を
紹
介
す
る
。

前回のホテレスでのブース展開の様子

ＥＣＯＭＡＸの各種製品

　
同
館
は
、
自
家
源
泉
「
美

肌
の
湯
」
と
囲
炉
裏
で
食
べ

る
飛
騨
牛
、
さ
ら
に
温
泉
ソ

ム
リ
エ
・
温
泉
観
光
士
の
資

格
を
持
つ
石
田
清
造
社
長
が

毎
日
行
う「
温
泉
か
た
り
べ
」

も
人
気
の
温
泉
旅
館
。
温
泉

の
湯
量
に
は
恵
ま
れ
る
が
、

雪
深
く
寒
い
地
域
だ
け
に
暖

房
費
が
か
さ
み
、
燃
料
費
が

経
費
の
中
で
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
。
同
館
で
は
灯

油
に
年
間
約
２
７
０
０
万
円

か
か
っ
て
い
た
。

　
高
騰
す
る
灯
油
代
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
た
が
、
２
０
１

３
年

月
に
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｘ

を
導
入
。
こ
う
し
た
商
品
は

過
去
に
も
い
く
つ
か
試
し
た

が
目
に
見
え
る
効
果
は
な
く

「
だ
ま
さ
れ
た
つ
も
り
で
使

っ
て
み
た
」
と
石
田
社
長
。

　
と
こ
ろ
が
、
効
果
は
初
月

か
ら
出
て
、
前
年

月
の
使

用
量
４
万
３
７
０
０
㍑
が
、

３
万
６
０
０
０
㍑
へ
と
減

少
。
そ
の
後
も
毎
月
、
着
実

に
減
少
し
た
と
い
う
。
年
間

で
み
る
と
、

年
１
～

月

の
使
用
量
は

万
３
７
５
０

㍑
。
こ
れ
に
対
し
、

年
の

使
用
量
は

万
７
２
０
０
㍑

で
、
灯
油
削
減
量
は
５
万
６

５
５
０
㍑
、
実
に

・
９
％

も
使
用
量
が
減
っ
た
。

　
約

％
の
省
エ
ネ
効
果
を

金
額
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、


年
が
年
間
約
２
７
０
０
万
円

に
対
し
、
添
加
後
の

年
は

２
１
０
０
万
円
。
コ
ス
ト
は


％
ダ
ウ
ン
、
約
６
０
０
万

円
の
削
減
と
な
っ
た
。ま
た
、

こ
の
１
年
間
に
使
用
し
た
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｘ
の
使
用
量
は
１

１
３
・
６
㍑
。
コ
ス
ト
は
約


万
円
で
、
こ
れ
を
差
し
引

い
た
約
５
５
０
万
円
が
純
利

益
と
な
る
。

　
石
田
社
長
は
、「
例
え
ば
、

５
０
０
万
円
の
純
利
益
を
生

ん
だ
こ
と
は
、
売
り
上
げ
５

千
万
円
分
の
お
客
さ
ま
を
泊

め
た
の
と
同
じ
。
売
り
上
げ

ア
ッ
プ
で
こ
れ
だ
け
の
利
益

を
出
す
の
は
簡
単
な
こ
と
で

は
な
く
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｘ
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
か
な
り

大
き
い
」と
評
価
し
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
松
本
日

光
舎
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
事
業
部

（
石
川
県
金
沢
市
横
川
７
―

２
）
☎
０
７
６
（
２
４
１
）

６
１
５
５
ま
で
。

　
２
月

～

日
に
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
る

「
２
０
１
８
国
際
ホ
テ
ル
・

レ
ス
ト
ラ
ン
・
シ
ョ
ー
」
に

出
展
し
、
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
の

展
示
、
説
明
も
行
う
（
ブ
ー

ス
番
号
４
―
Ｐ

）
。
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白
川
保
友
、
和
田
洋
著

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
こ
う
し
て

車
両
を
つ
く
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
交
通
新
聞
社
刊

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
新
幹
線

昨
年
の
会
場
の
様
子

　
日
本
能
率
協
会
は
３
月
６

～
９
日
の
４
日
間
、
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
食
品
・
飲

料
専
門
展
示
会
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｘ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
１
８
（
フ
ー
デ

ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
）」

を
開
催
す
る
。

　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
は

日
本
と
世
界
の
食
品

・
飲
料
の
ト
レ
ン
ド

発
信
地
と
し
て
行
わ

れ
る
ア
ジ
ア
最
大
級

の
展
示
会
。

回
目

と
な
る
今
年
は
、
約


の
国
と
地
域
か
ら

食
品
・
飲
料
メ
ー
カ

ー
、
商
社
な
ど
３
３

５
０
社
４
千
ブ
ー
ス
が
出
展

し
、過
去
最
大
規
模
と
な
る
。

来
場
者
は
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
、
流
通
、
商
社
の
バ
イ
ヤ

ー
な
ど
約
８
万
５
千
人
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
肉
の
消
費
量
が
増
加
傾
向

で
、
海
外
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
日
本
市
場
。
近
年
は
霜

降
り
の
黒
毛
和
牛
だ
け
で
な

く
赤
身
肉
や
成
熟
肉
が
好
ま

れ
る
な
ど
好
み
が
多
様
化
し

て
い
る
と
い
う
。そ
の
中
で
、

国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
肉
、

加
工
食
品
を
紹
介
。「
Ｍ
Ｅ

Ａ
Ｔ
ス
テ
ー
ジ
」で
は
、チ

リ
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、カ
ナ
ダ

の
肉
料
理
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
展
示
会
で

は
、「
地
方
創
生
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
、
食
の
差
別
化
に

成
功
し
た
自
治
体
の
事
例

や
、
農
林
水
産
省
を
は
じ
め

と
す
る
政
府
機
関
な
ど
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
ほ
か
に
も
、
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｘ
美
食
女
子
グ
ラ
ン
プ

リ
」
「
ご
当
地
フ
ー
ド
グ
ラ

ン
プ
リ
」
な
ど
、
食
に
関
す

る
数
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
る
。

　
エ
ー
ス（
東
京
都
渋
谷
区
）

は
、
日
本
製
ト
ラ
ベ
ル
バ
ッ

グ
ブ
ラ
ン
ド
の
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
Ａ
（
プ
ロ
テ
カ
）
」
か

ら
、
好
み
の
仕
様
に
パ
ー
ツ

を
選
択
し
変
更
で
き
る
オ
プ

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
初
導
入

し
た
日
本
製
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
　
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｙ
　
Ｚ
（
ジ
ー
ニ
オ
　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
Ｚ
）＝
写
真
」

を
、

日
か
ら
、
直
営
店
や

全
国
の
主
要
百
貨
店
専
門
店

で
順
次
発
売
開
始
し
た
。

　
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
オ
プ
シ

ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
ス
ー

ツ
の
パ
タ
ー
ン
オ
ー
ダ
ー
の

よ
う
に
、
決
め
ら
れ
た
パ
タ

ー
ン
の
中
か
ら
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
の
ハ
ン
ド
ル
や
キ
ャ
ス
タ

ー
な
ど
の
仕
様
を
好
み
に
合

わ
せ
て
選
択
し
、
注
文
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
。
今
回
、
本
革

ベ
ル
ト
を
デ
ザ
イ
ン
に
採
用

し
た
ク
ラ
シ
カ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
式
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
「
ジ
ー
ニ
オ
　
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
Ｚ
」
シ
リ
ー
ズ
に

こ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
初
導
入
し
た
。

　
選
択
可
能
な
パ
ー
ツ
箇
所

は
、
内
装
生
地
、
錠
前
、
キ

ャ
ス
タ
ー
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ハ
ン
ド
ル
、
プ
ル
ド
ラ
イ
ブ

ハ
ン
ド
ル
の
長
さ
、
ラ
ゲ
ー

ジ
タ
グ
と
な
っ
て
お
り
、
好

み
の
仕
様
で
オ
ー
ダ
ー
し
、

自
分
だ
け
の
特
別
な
一
品
を

仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
社
で
は
今
後
、
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
対
象
シ
リ
ー
ズ
を
増

や
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い

る
。

　
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ

ー
（
東
京
都
中
野
区
）
は
９

日
、
新
た
な
人
材
育
成
教
材

と
し
て「
新
人
育
成
実
践
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
発
売
し
た
＝

写
真
。
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
要
望
に
応
え
て
作

ら
れ
た
人
材
育
成
本
だ
。

　
現
在
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
で
は
、
新
卒
社
員
が
入
社

し
た
際
の
新
人
育
成
研
修
を

実
施
す
る
場
合
に
、
自
社
で

の
研
修
の
準
備
を
ど
の
よ
う

に
進
め
、
ど
の
よ
う
な
教
材

を
使
っ
て
実
施
す
れ
ば
効
率

的
か
つ
効
果
的
で
あ
る
か
と

い
っ
た
問
題
に
直
面
し
て
い

る
。

　
今
回
発
売
さ
れ
た
新
人
育

成
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

社
内
の
講
師
が
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
記
載
さ
れ
た
「
ト
ー
ク

（
講
師
が
話
す
内
容
）
」
に

沿
っ
て
話
し
、
受
講
者
用
テ

キ
ス
ト
（
別
売
り
）
と
連
動

し
た
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
研

修
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
可

能
。
ま
た
、
最
大
で
５
日
間

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
全
７

章
）
を
組
め
る
よ
う
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
自
社
の
会
社
紹

介
等
も
ス
ラ
イ
ド
に
追
加
記

載
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
、
同
商
品
の
特

長
の
一
つ
だ
。

　
販
売
価
格
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
ー
付
き
講
師
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
が

万
円
（
税
別
）
、

受
講
者
用
テ
キ
ス
ト
が
１
冊

千
円
（
税
別
）
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
ホ

テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
０
３

（
３
３
６
７
）
５
６
６
３
。

　
１
９
８
７
年
、
国
鉄
の
分

割
・
民
営
化
で
誕
生
し
た
Ｊ

Ｒ
東
日
本
。
１
万
両
を
超
す

車
両
を
保
有
す
る
日
本
最
大

の
鉄
道
会
社
だ
。
発
足
当
社

は
、
国
鉄
時
代
の
古
い
タ
イ

プ
の
車
両
が
大
半
を
占
め
、

技
術
革
新
の
遅
れ
も
目
立
っ

て
い
た
。

　
白
川
氏
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で

東
京
地
域
本
社
運
輸
車
両
部

長
、
常
務
取
締
役
鉄
道
事
業

本
部
副
本
部
長
な
ど
を
歴

任
。
２
０
０
４
年
か
ら
セ
ン

ト
ラ
ル
警
備
保
障
の
社
長
、

会
長
を
経
て
、
現
在
は
取
締

役
相
談
役
。
和
田
氏
は
新
聞

社
勤
務
を
経
て
現
在
は
会
社

役
員
。
鉄
道
友
の
会
客
車
気

動
車
研
究
会
会
員
。

　
本
書
は
、
民
間
会
社
に
移

行
し
、
顧
客
優
先
の
志
向
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
Ｊ

Ｒ
東
日
本
独
自
の
多
種
多
様

な
車
両
が
生
み
出
さ
れ
て
い

っ
た
の
か
を
紹
介
す
る
。

　
価
格
は
８
０
０
円
（
税

別
）
。
２
３
９
㌻
。
問
い
合

わ
せ
先
は
交
通
新
聞
社
☎
０

３（
６
８
３
１
）６
６
２
２
。

　
京
都
鉄
道
博
物
館
（
京
都

市
）
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
運

行
す
る
山
陽
新
幹
線
「
５
０

０
　
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
　
Ｅ
Ｖ
Ａ
」

車
両
（
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン

新
幹
線
）
が
５
月

日
で
運

行
を
終
了
す
る
の
に
合
わ
せ

て
、
２
月
９
日
か
ら
５
月
６

日
ま
で
「
５
０
０
　
Ｔ
Ｙ
Ｐ

Ｅ
　
Ｅ
Ｖ
Ａ
展
」
を
開
催
す

る
。

　
開
催
場
所
は
、
京
都
鉄
道

博
物
館
２
階
企
画
展
示
室
。

内
容
は
「
５
０
０
　
Ｔ
Ｙ
Ｐ

Ｅ
　
Ｅ
Ｖ
Ａ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
紹
介
、
海
洋
堂
フ
ィ
ギ

ュ
ア
の
展
示
、
外
装
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
山
下
い
く
と
氏
の

「
５
０
０
　
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
　
Ｅ

Ｖ
Ａ
」
原
画
展
示
、
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
。

　
ま
た
、
京
都
鉄
道
博
物
館

に
展
示
さ
れ
て
い
る
５
０
０

系
新
幹
線
の
先
頭
車
両
を
期

間
限
定
で
「
５
０
０
　
Ｔ
Ｙ

Ｐ
Ｅ
　
Ｅ
Ｖ
Ａ
」
仕
様
に
ラ

ッ
ピ
ン
グ
す
る
。
場
所
は
京

都
鉄
道
博
物
館
１
階
「
車
両

の
し
く
み
」
エ
リ
ア
。
ラ
ッ

ピ
ン
グ
の
期
間
は
２
月

日

か
ら
５
月
７
日
ま
で
。
期
間

前
の
２
月

日
と

日
に
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
作
業
を
見
学
で

き
る
。

　
３
月

日
か
ら
５
月
７
日

ま
で
は
、
２
階
鉄
道
ジ
オ
ラ

マ
で
「
５
０
０
　
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

　
Ｅ
Ｖ
Ａ
」
が
他
の
鉄
道
模

型
と
と
も
に
走
る
。


